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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和4年1月11日(2022.1.11)

【公開番号】特開2019-208609(P2019-208609A)
【公開日】令和1年12月12日(2019.12.12)
【年通号数】公開・登録公報2019-050
【出願番号】特願2018-104772(P2018-104772)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３１５Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和3年11月30日(2021.11.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の取得条件の成立に基づいて判別情報を取得する判別情報取得手段と、
　その判別情報取得手段によって取得された前記判別情報を用いて判別を実行する判別手
段と、
　その判別手段の判別結果が特定の判別結果になったことに基づいて遊技者に有利な特典
遊技を実行することが可能な特典遊技実行手段と、を備えた遊技機において、
　所定条件の成立に基づいて、遊技者に有利な第１状態を設定する第１状態設定手段と、
　前記第１状態が設定された後で予め定められた第１回数の前記判別手段の判別に渡って
連続して前記特定の判別結果とは異なる判別結果となったことに基づいて、前記第１状態
よりも有利度合いが低い第２状態を設定する第２状態設定手段と、を備え、
　前記第１状態が設定された後の前記判別手段の判別の回数が、前記第１回数未満の第２
回数以下の回数の範囲と、前記第２回数よりも多い回数であって前記第１回数以下の回数
の範囲とで、前記第１状態設定手段によって前記第１状態が設定される可能性が異なる構
成であり、
　前記遊技機は、前記第１状態が設定された後の前記判別手段の判別の回数が前記第２回
数以下の回数の範囲において所定の実行条件が成立したことに基づいて、前記第２回数よ
りも多い回数であって前記第１回数以下の回数の範囲において前記第１状態設定手段によ
って前記第１状態が設定される期待度を示唆する演出を、前記第２回数以下の回数の範囲
において実行可能であることを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　パチンコ機等の遊技機には、始動入賞口への遊技球の入賞に基づいて行われる抽選の結
果が当たりだった場合に、当たり遊技を実行するものがある。かかる遊技機の中には、例
えば、遊技者にとって有利度合いが異なる複数の状態を設定可能に構成することにより遊
技者の遊技に対する興趣向上を図っているものがある。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　しかしながら、更なる興趣向上が求められている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　この目的を達成するために請求項１記載の遊技機は、所定の取得条件の成立に基づいて
判別情報を取得する判別情報取得手段と、その判別情報取得手段によって取得された前記
判別情報を用いて判別を実行する判別手段と、その判別手段の判別結果が特定の判別結果
になったことに基づいて遊技者に有利な特典遊技を実行することが可能な特典遊技実行手
段と、を備え、所定条件の成立に基づいて、遊技者に有利な第１状態を設定する第１状態
設定手段と、前記第１状態が設定された後で予め定められた第１回数の前記判別手段の判
別に渡って連続して前記特定の判別結果とは異なる判別結果となったことに基づいて、前
記第１状態よりも有利度合いが低い第２状態を設定する第２状態設定手段と、を備え、前
記第１状態が設定された後の前記判別手段の判別の回数が、前記第１回数未満の第２回数
以下の回数の範囲と、前記第２回数よりも多い回数であって前記第１回数以下の回数の範
囲とで、前記第１状態設定手段によって前記第１状態が設定される可能性が異なる構成で
あり、前記遊技機は、前記第１状態が設定された後の前記判別手段の判別の回数が前記第
２回数以下の回数の範囲において所定の実行条件が成立したことに基づいて、前記第２回
数よりも多い回数であって前記第１回数以下の回数の範囲において前記第１状態設定手段
によって前記第１状態が設定される期待度を示唆する演出を、前記第２回数以下の回数の
範囲において実行可能である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　請求項１記載の遊技機によれば、所定の取得条件の成立に基づいて判別情報を取得する
判別情報取得手段と、その判別情報取得手段によって取得された前記判別情報を用いて判
別を実行する判別手段と、その判別手段の判別結果が特定の判別結果になったことに基づ
いて遊技者に有利な特典遊技を実行することが可能な特典遊技実行手段と、を備え、所定
条件の成立に基づいて、遊技者に有利な第１状態を設定する第１状態設定手段と、前記第
１状態が設定された後で予め定められた第１回数の前記判別手段の判別に渡って連続して
前記特定の判別結果とは異なる判別結果となったことに基づいて、前記第１状態よりも有
利度合いが低い第２状態を設定する第２状態設定手段と、を備え、前記第１状態が設定さ
れた後の前記判別手段の判別の回数が、前記第１回数未満の第２回数以下の回数の範囲と
、前記第２回数よりも多い回数であって前記第１回数以下の回数の範囲とで、前記第１状
態設定手段によって前記第１状態が設定される可能性が異なる構成であり、前記遊技機は
、前記第１状態が設定された後の前記判別手段の判別の回数が前記第２回数以下の回数の
範囲において所定の実行条件が成立したことに基づいて、前記第２回数よりも多い回数で
あって前記第１回数以下の回数の範囲において前記第１状態設定手段によって前記第１状
態が設定される期待度を示唆する演出を、前記第２回数以下の回数の範囲において実行可
能である。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】３０３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【３０３０】
１０　　　　　　　　　　　　　　　　　パチンコ機（遊技機）
Ｓ２１５　　　　　　　　　　　　　　　第７実施形態における特典遊技実行手段の一部
Ｓ３０３，Ｓ３０７　　　　　　　　　　第７実施形態における判別手段
Ｓ７０６　　　　　　　　　　　　　　　第７実施形態における判別情報取得手段
Ｓ７５８　　　　　　　　　　　　　　　第７実施形態における判別情報取得手段
Ｓ１６７３，Ｓ１６７６，Ｓ１６７９　　遊技状態設定手段
Ｓ１７１７　　　　　　　　　　　　　　第７実施形態における特典遊技実行手段の一部
Ｓ１８１５　　　　　　　　　　　　　　判別手段の一部
Ｓ１８７６　　　　　　　　　　　　　　特典遊技実行手段の一部
Ｓ１９２５　　　　　　　　　　　　　　判別手段の一部
Ｓ１９７５　　　　　　　　　　　　　　特典遊技実行手段の一部
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